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南條　光章

合
同
研
修
会
　
著
作
権
法
改
正
の
　

　  

内
容
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
も
の

　
著
作
･
出
版
権
委
員
会

委
員
長
　
梅
澤 

俊
彦

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
、
著
作
・
出
版
権
委

員
会
の
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
去
る
七
月
一
三
日
に
当
委
員
会
で
は

自
然
科
学
書
協
会
、
出
版
梓
会
、
大
学
出
版
部

協
会
と
の
共
催
で
、「
著
作
権
法
改
正
の
内
容

と
そ
れ
が
も
た
ら
す
も
の
」
と
題
し
た
研
修
会

を
日
本
書
籍
出
版
協
会
四
階
会
議
室
に
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
講
師
に
日
本
書
籍
出
版
協
会

事
務
局
長  
樋
口
清
一
氏
を
お
招
き
し
、
当
協

会
か
ら
は
三
一
社
四
七
名
、
総
勢
一
二
〇
名
を

超
え
る
参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
五
月

一
八
日
に
参
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
改
正
著

作
権
法
に
伴
う
権
利
制
限
拡
大
の
出
版
へ
の
影

響
を
考
え
る
も
の
で
、

一
．
柔
軟
な
権
利
制
限
規
定
の
整
備

二
．
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
権
利
制
限
拡
大

三
．
障
害
者
の
利
用
拡
大
に
関
す
る
権
利
制
限

拡
大
の
要
望

四
．
ア
ー
カ
イ
ブ
の
利
活
用
促
進
に
関
す
る

規
定

五
．
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
に
関
す
る
関
連
法
改
正

六
．
今
期
の
著
作
権
分
科
会
に
お
け
る
検
討

事
項

の
六
つ
の
パ
ー
ト
に
分
け
て
、
現
在
の
権
利
制

限
に
関
す
る
国
内
の
動
き
や
考
え
方
を
ベ
ー
ス

に
、
今
回
の
著
作
権
法
改
正
の
中
で
出
版
に
関

わ
る
部
分
を
ご
説
明
い
た
だ
く
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
出
版
界
へ
の
影
響
が
大
き

い
、
教
育
に
係
る
著
作
権
法
（
著
作
権
法
第
三

五
条
）
に
つ
い
て
は
詳
細
に
ご
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。

著
作
権
法
第
三
五
条
の
改
正
内
容
は
、
現
行

で
の
教
育
利
用
上
無
許
諾
・
無
報
酬
で
複
製
利

用
で
き
る
範
囲
に
お
い
て
公
衆
送
信
（
公
衆
送

信
化
を
含
む
）
す
る
こ
と
を
利
用
者
が
「
補
償

金
」
を
支
払
う
こ
と
で
認
め
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
行
の
条
文
内
の
但
し
書
き
の
部
分

で
あ
る
「
著
作
権
者
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る

こ
と
と
な
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
の

記
述
の
部
分
に
つ
い
て
は
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
文
化
庁
・
文
化
審
議
会
よ
り
「
ラ
イ
セ
ン

ス
」
利
用
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
よ
う
権
利
者
側
に
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
著
作
権
法
の
施
行
日
は
二
〇
一

九
年
一
月
一
日
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
第
三

五
条
等
関
係
の
改
正
内
容
は
交
付
の
日
（
二
〇

一
八
年
五
月
二
五
日
）
か
ら
起
算
し
て
三
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
権
利
者
側
で
は
、
著
作
者
、
出
版
、
新

聞
、
写
真
、
美
術
、
音
楽
等
の
各
関
連
権
利
者

団
体
が
参
加
し
、
幹
事
団
体
八
団
体
、
会
員
団

体
二
九
団
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
教
育
利
用
に

関
す
る
著
作
権
等
管
理
協
議
会
」
を
設
立
し
、

「
補
償
金
」
の
額
や
そ
の
受
け
取
り
方
法
、
ま

た
は
「
ラ
イ
セ
ン
ス
」
の
一
部
に
関
す
る
協
議

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
ラ
イ
セ
ン
ス
」
の
一

部
と
は
、
無
許
諾
・
無
報
酬
ま
た
は
「
補
償
金
」

で
利
用
す
る
複
製
物
の
利
用
範
囲
を
拡
大
す
る

場
合
（
た
と
え
ば
、
学
校
の
一
ク
ラ
ス
の
人
数

等
を
超
え
て
利
用
す
る
場
合
）
の
ラ
イ
セ
ン
ス

で
あ
り
、
利
用
者
（
教
育
者
）
の
ニ
ー
ズ
が
高

い
部
分
で
あ
る
た
め
、
特
に
「
基
礎
ラ
イ
セ
ン

ス
」
と
し
て
設
定
し
、「
補
償
金
」
と
同
時
に

徴
収
す
る
案
が
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
補
償
金
」
や
「
基
礎
ラ
イ
セ
ン
ス
」
料
の

徴
収
・
分
配
は
各
権
利
者
団
体
が
参
加
し
て
新

た
に
設
立
さ
れ
る
一
般
社
団
法
人
に
お
い
て
行

わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
基
礎
ラ
イ
セ
ン
ス
」
以
外
の
主
な
「
ラ
イ1
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セ
ン
ス
」
は
「
専
門
ラ
イ
セ
ン
ス
」
と
し
て
設

定
さ
れ
る
予
定
で
出
版
分
野
に
関
し
て
は
、
現

在
J
C
O
P
Y
（
出
版
者
著
作
権
管
理
機
構
）

に
お
い
て
構
築
作
業
が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

出
版
界
で
は
「
補
償
金
」
や
「
基
礎
ラ
イ
セ
ン

ス
」
の
徴
収
金
額
の
総
額
に
つ
い
て
分
配
作
業

に
係
る
コ
ス
ト
に
見
合
う
額
に
な
る
の
か
等
の

懸
念
も
協
議
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
著
作
権
法
改
正
は
教
育
に
係
る
著
作

権
法
（
著
作
権
法
第
三
五
条
）
の
改
正
が
出
版

界
に
と
っ
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
い
部
分
で
は

あ
り
ま
す
が
、
講
演
で
は
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
マ

イ
ニ
ン
グ
や
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
等
に
つ
い
て

の
著
作
物
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
利
用
に
関
す
る
権

利
制
限
拡
大
や
そ
の
将
来
に
つ
い
て
も
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
著
作
・
出
版
権
委
員
会
と

致
し
ま
し
て
も
引
き
続
き
こ
の
問
題
を
注
視
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　
自
然
科
学
書
フ
ェ
ア
二
〇
一
八

現
地
視
察
レ
ポ
ー
ト

今
年
の
自
然
科
学
書
フ
ェ
ア
は
、
五
月
一
二

日
（
土
）
～
六
月
三
〇
日
（
土
）
ま
で
、
沖
縄

県
那
覇
市
の
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
那
覇
店
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

同
店
は
市
の
中
心
牧
志
に
位
置
し
、
床
面
積

約
二
〇
〇
〇
坪
、
在
庫
数
約
一
五
〇
万
冊
を
有

す
る
、
沖
縄
県
は
も
と
よ
り
西
日
本
に
お
い
て

も
有
数
の
ス
ケ
ー
ル
を
持
つ
書
店
で
す
。
事
前

の
打
合
せ
で
は
「
沖
縄
の
五
月
～
六
月
は
梅
雨

に
あ
た
り
、
他
の
月
と
比
べ
て
集
客
は
三
割
ほ

ど
落
ち
る
」
と
聞
い
た
の
で
す
が
、「
だ
か
ら

こ
そ
」「
あ
え
て
」
の
意
気
込
み
で
開
催
に
踏

み
切
り
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ェ
ア
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、
前
回

に
引
き
続
き
「
知
識
が
ひ
ろ
が
る
未
来
が
開
け

る
自
然
科
学
書
フ
ェ
ア
」
と
し
ま
し
た
。
理
学
、

工
学
、
農
学
、
医
学
、
家
政
学
の
五
分
野
に
つ

い
て
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
や
新
刊
、
好
評
書
を
中

心
に
、
四
七
の
会
員
社
よ
り
一
二
九
二
点
三
九

〇
七
冊
の
出
品
を
得
て
、
例
年
に
な
い
大
き
な

規
模
で
の
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

店
内
で
は
、
各
階
に
フ
ェ
ア
の
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
し
、
ま
た
チ
ラ
シ
・
し
お
り
を
配
布
し
て

お
客
様
を
会
場
へ
と
誘
導
し
ま
し
た
。
ま
た
、

対
象
商
品
を
ご
購
入
い
た
だ
い
た
お
客
様
へ
は

ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま

し
た
。
棚
の
構
成
は
、
五
分
野
の
ジ
ャ
ン
ル
別

を
基
と
し
つ
つ
、
沖
縄
の
地
域
性
や
、
テ
レ
ビ
、

新
聞
、
ネ
ッ
ト
な
ど
で
い
ま
話
題
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
意
識
し
た
八
つ
の
小
テ
ー
マ
「
海
と
魚
」

「
人
工
知
能
」「
気
候
・
気
象
と
農
作
物
」「
健

康
寿
命
」「
統
計
学
」「
図
鑑
・
辞
典
」「
独
学
・

入
門
書
」「
宇
宙
・
地
球
」
を
設
け
て
コ
ー
ナ
ー

を
作
り
、
来
場
者
の
関
心
・
興
味
を
引
く
よ
う

工
夫
し
ま
し
た
。

他
に
事
前
の
宣
伝
活
動
と
し
ま
し
て
、
丸
善

雄
松
堂
の
協
力
を
得
て
、
近
隣
の
大
学
や
図
書

館
等
へ
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
チ
ラ
シ
の
配
布
に

よ
り
周
知
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
初
日

の
五
月
一
二
日
に
は
沖
縄
タ
イ
ム
ス
に
、
期
間

中
の
六
月
九
日
に
は
琉
球
新
報
に
そ
れ
ぞ
れ
連

合
広
告
を
掲
載
し
ま
し
た
。
他
に
も
森
本
店
長

の
地
元
ラ
ジ
オ
番
組
出
演
や
、
店
舗
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
告
知
な
ど
多
方

面
か
ら
宣
伝
広
告
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
五
月
二
五
日
に
は
正
副
理
事
長
を
は
じ

め
協
会
理
事
・
委
員
が
現
地
を
訪
問
し
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
森
本

店
長
と
売
場
ご
担
当
二
名
を
お
招
き
し
、
沖
縄

に
お
け
る
自
然
科
学
書
の
販
売
状
況
は
も
と
よ

り
、
書
店
事
情
や
地
域
事
情
な
ど
を
題
材
に
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
に
述
べ
た
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
フ
ェ
ア
会
場
は
常
に
大
賑
わ
い
、
と
ま
で

は
い
か
な
い
ま
で
も
、
足
を
止
め
て
じ
っ
く
り

と
選
書
さ
れ
る
お
客
様
の
姿
が
数
多
く
見
受
け

ら
れ
た
、
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
森
本
店
長
か

ら
は
「
ぜ
ひ
ま
た
沖
縄
で
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て

く
だ
さ
い
」
と
の
心
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

フ
ェ
ア
の
目
的
で
あ
る
『
自
然
科
学
書
の
普

及
・
啓
蒙
と
書
店
へ
の
貢
献
』
を
少
な
か
ら
ず

達
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
数
の
出
品
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
員
社

の
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
次
回
の
自
然
科
学
書
フ
ェ
ア
に
も
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
販
売
・
出
展
委
員
会　

山
内 

裕
）

ジュンク堂書店那覇店森本店長（中央）と共に南條理事長（中
央右）飯塚副理事長（中央左）と視察団一行

奥行きも通路幅も十二分にあるため、ゆったりと選書ができる空
間となっている。お客様も入れ替わり立ち替わり現れていた
※客足の途絶えた一瞬を激写したものです

正面入り口横にて大々的に展開されたフェア会場。
看板やポップを掲示するだけではなく、ツタのオブジェを
棚に飾り付けるなどして、賑やかな雰囲気を演出した
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研
修
会
報
告
①

自
然
科
学
書
協
会
と
出
版
梓
会
の
共
催
に
よ

る
合
同
研
修
会
が
、
七
月
一
八
日
（
水
）
一
五

時
三
〇
分
よ
り
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
株
式
会
社
出
版
デ
ジ
タ
ル
機
構

新
規
事
業
推
進
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
高
橋
桐
生

氏
と
藤
吉
信
仁
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
出
版
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
紹
介
」
と
題
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
株
式
会
社
メ
デ
ィ
ア
ド
ゥ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
副
社
長
で
、
株
式
会
社
出

版
デ
ジ
タ
ル
機
構
代
表
取
締
役
社
長
の
新
名
新

氏
よ
り
、
同
社
が
掲
げ
る
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー

ズ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」
と
し
て
、
電
子
と

紙
の
両
面
で
こ
れ
か
ら
新
事
業
を
推
進
し
て
い

く
な
か
で
、
今
回
は
次
の
二
つ
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

一
．
「
P
u
b
r
i
d
g
e 

O
n 

D
e
m
a
n
d
（
以
下
、
P
O
D
）
の
活
用
に

つ
い
て
」
高
橋
氏
が
講
師
と
な
り
、
①
サ
ー
ビ

ス
の
概
要
、
②
P
O
D
取
扱
書
店
の
現
状
、

③
活
用
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

二
．
引
続
き「
N
e
t
G
a
l
l
e
y
（
ネ
ッ

ト
ギ
ャ
リ
―
）」
に
つ
い
て
藤
吉
氏
よ
り
、

①
N
e
t
G
a
l
l
e
y
と
は
？

②
N
e
t
G
a
l
l
e
y
の
現
状
及
び
実
現

で
き
る
こ
と
、
③
活
用
事
例
の
紹
介
、
④
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
「
N
e
t
G
a
l
l
e
y
」
は
、
二
〇
〇

八
年
に
ア
メ
リ
カ
で
誕
生
し
、
昨
年
一
〇
月
に

同
社
が
日
本
版
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
も
の
で
、

出
版
社
が
発
売
前
に
作
品
の
ゲ
ラ
（
原
稿
）
を

影
響
力
の
あ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
読
者

に
提
供
す
る
W
e
b
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
書

店
員
、
図
書
館
員
、
教
育
関
係
者
他
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
（
当
日
配
布
資
料
で
も
「
期
待

の
声
」
と
し
て
一
部
を
紹
介
）。

三
五
℃
を
超
え
る
猛
暑
の
中
で
、
当
協
会
か

ら
は
二
三
社
、
三
二
名
が
参
加
、
質
疑
応
答
を

終
え
定
刻
の
一
七
時
に
終
了
し
ま
し
た
。

（
研
修
委
員
会　

都
築
康
人
）

研
修
会
報
告
②

二
〇
一
八
年
五
月
一
七
日
（
木
）
一
六
時
～

一
七
時
、
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館
・
も
も
の
間

に
お
い
て
、
当
協
会
主
催
に
よ
る
研
修
会
「
丸

善
ジ
ュ
ン
ク
堂 

P
O
S
D
A
T
A
う
れ
太 

の

ご
紹
介
─
自
然
科
学
書
の
回
転
率
向
上
に
つ
な

げ
る
デ
ー
タ
活
用
法
─
」（
講
師
：
丸
善
ジ
ュ

ン
ク
堂
書
店 

営
業
本
部
シ
ス
テ
ム
開
発
室
室

長 

平
木
啓
太
氏
）
を
開
催
し
、
二
三
社
二
九

名
の
皆
様
方
に
ご
参
席
い
た
だ
ま
し
た
。

「
P
O
S
D
A
T
A
う
れ
太
」
は
、丸
善
ジ
ュ

ン
ク
堂
書
店
版
B
I
G
N
E
T
の
後
継
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
機
能
と
し
て

h
o
n
t
o
会
員
購
買
履
歴
分
析
シ
ス
テ
ム

を
付
加
し
た
も
の
で
、
出
版
企
画
・
販
促
促
進

戦
略
・
広
告
戦
略
等
の
強
化
に
活
用
で
き
る
新

シ
ス
テ
ム
で
す
。

具
体
的
に
は
、
本
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
売
上
げ

発
生
後
一
〇
分
で
の
デ
ー
タ
更
新
に
よ
る
情
報

鮮
度
の
向
上
や
、
契
約
社
以
外
の
全
社
販
売
実

績
デ
ー
タ
も
可
読
と
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
基

本
サ
ー
ビ
ス
の
売
上
ベ
ス
ト
・
単
品
推
移
・
店

舗
別
集
計
の
他
、
商
品
／
客
層
分
析
・
併
売
分

析
・
著
作
者
併
買
分
析
等
の
出
版
社
側
か
ら
こ

れ
ま
で
に
要
望
の
多
か
っ
た
事
項
に
対
し
て
よ

り
細
や
か
な
新
機
能
を
付
加
、
強
化
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
代
表
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
実
際
の

事
例
を
も
と
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
木
氏
か
ら
は
、た
と
え
ば
、併
売
分
析
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
版
元
同
士
で
の
共

同
フ
ェ
ア
企
画
の
検
討
、
客
層
分
析
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
読
者
対
象
に
寄
り

添
っ
た
出
版
企
画
を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
も
可

能
に
な
り
、
さ
ら
な
る
販
売
拡
大
に
つ
な
が
る

と
の
ご
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
全
体
の
趣
向
の
多
様
化
が
加
速
す
る
な

か
、
新
規
顧
客
開
拓
・
リ
ピ
ー
タ
ー
の
囲
い
込

み
の
た
め
の
施
策
や
企
画
が
、売
上
げ
の
確
保
・

維
持
に
直
結
し
ま
す
。

販
売
デ
ー
タ
分
析
が
で
き
る
本
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
が
、
そ
の
実
現
の
一
助
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

ま
た
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
研

修
委
員
会
で
は
、
会
員
各
社
様
の
売
上
向
上
に

つ
な
が
る
研
修
会
を
定
期
的
に
開
催
す
べ
く
企

画
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
研
修
委
員
会　

宮
永
将
之
）

第
六
七
期
第
二
回
定
時
総
会

第
六
八
期
定
時
総
会
報
告

●
第
六
七
期
第
二
回
定
時
総
会

去
る
五
月
一
七
日
、
一
五
時
よ
り
日
本
出
版

ク
ラ
ブ
会
館
に
お
い
て
、
自
然
科
学
書
協
会
第

六
七
期
第
二
回
定
時
総
会
（
予
算
総
会
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

定
刻
の
一
五
時
、
司
会
者
が
総
会
の
開
会
を

宣
言
し
た
の
ち
、
南
條
理
事
長
に
よ
る
開
会
挨3

POD について説明する高橋氏（左）と NetGalley について説明す

る藤吉氏（右）

POSDATA について説明する平木氏



編
集
後
記

七
年
前
、
体
重
の
急
激
な
増
加
に
よ
り

生
活
改
善
の
指
導
を
病
院
か
ら
受
け
た
。

と
は
い
っ
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
行
く

時
間
も
お
金
も
な
い
。
と
り
あ
え
ず
家
の

周
り
を
走
っ
て
み
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。
し
か
し
走
っ
て
み
る
と
一
〇
分
し

か
続
か
な
い
。
あ
ま
り
の
体
力
の
無
さ
に

愕
然
し
た
が
、
そ
れ
で
も
毎
日
走
り
続
け

た
。「
継
続
は
力
な
り
」。
結
果
は
す
ぐ
に

出
始
め
た
。
始
め
て
三
ヶ
月
で
七
五
キ
ロ

あ
っ
た
体
重
は
六
八
キ
ロ
ま
で
に
な
り
、

走
る
距
離
も
三
キ
ロ
か
ら
五
キ
ロ
、
そ
し

て
一
〇
キ
ロ
に
変
わ
り
、
休
日
は
朝
と
夜

の
二
回
で
二
〇
キ
ロ
も
走
っ
た
。
雨
ニ
モ

マ
ケ
ズ
、
風
ニ
モ
マ
ケ
ズ
、
雪
ニ
モ
マ
ケ

ズ
、
気
が
狂
っ
た
か
の
よ
う
に
走
り
続
け

た
。「
お
茶
碗
と
お
風
呂
は
洗
っ
と
い
た

か
ら
、
テ
レ
ビ
見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
し
て

い
て
ね
」
と
妊
娠
中
の
妻
を
家
に
残
し
、

走
り
に
家
を
出
る
の
が
日
課
に
な
っ
て

い
っ
た
。
そ
う
、
冷
た
い
視
線
は
見
え
な

か
っ
た
こ
と
に
し
て
・
・
・
。
し
か
し
、

そ
の
努
力
の
甲
斐
も
あ
り
半
年
で
六
〇
キ

ロ
ま
で
に
体
重
を
落
と
し
た
。
ウ
エ
ス
ト

も
見
違
え
る
よ
う
に
細
く
な
り
ス
ー
ツ
は

全
て
新
調
し
た
。
現
在
も
回
数
と
距
離
は

減
っ
た
も
の
の
、
シ
ョ
ギ
ン
グ
は
継
続
し

て
い
る
。体
重
も
キ
ー
プ
は
し
て
い
る
が
、

油
断
は
で
き
な
い
。「
そ
し
て
い
つ
か
は

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
！
」
な
ん
て
四
〇
歳
目

前
の
お
じ
さ
ん
は
誓
う
の
だ
っ
た
。
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■
第
六
七
・
六
八
期
理
事
会
・
委
員
会
開
催
一
覧

（
二
〇
一
八
年
五
月
～
七
月
）

●
理
事
会

・
五
月
一
七
日
（
木
）
／
一
五
時
～
一
六
時
四
五
分　

　

日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館

・
六
月
二
一
日
（
木
）
／
一
五
時
～
一
六
時
三
〇
分　

日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館

・
七
月
一
九
日
（
木
）
／
一
五
時
～
一
六
時
三
〇
分　

日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館

●
監
事
会

・
六
月
二
六
日
（
火
）
／
一
二
時
～
一
三
時
一
五
分　

文
化
産
業
信
用
組
合

●
委
員
会

・
七
月
一
八
日
（
水
）
研
修
委
員
会
／
一
三
時
三
○
分

～
一
四
時
三
○
分　

日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館

・
八
月
二
八
日
（
火
）
販
売
・
出
展
委
員
会
自
然
科
学

書
フ
ェ
ア
小
委
員
会
／
一
六
時
～
一
七
時
三
○
分　

文
化
産
業
信
用
組
合

●
そ
の
他

・
五
月
八
日
（
火
）
全
出
版
人
大
会
が
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
事
務
局
だ
よ
り

〈
当
会
代
表
者
の
変
更
〉

●
東
海
大
学
出
版
部

前
代
表
者
：
橋
本
敏
明　

新
代
表
者
：
浅
野
清
彦

〈
代
表
者
／
当
会
代
表
者
の
変
更
〉

●
株
式
会
社
メ
ジ
カ
ル
ビ
ュ
ー
社

前
代
表
者
：
鳥
羽
清
治　

新
代
表
者
：
三
澤
岳

4

拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
司
会
者
は
定
款

第
二
八
条
に
基
づ
き
総
会
議
長
と
し
て
南
條
理

事
長
を
指
名
し
総
会
に
移
り
ま
し
た
。

議
長
は
定
款
第
三
二
条
の
定
め
に
基
づ
き
本

総
会
の
議
事
録
署
名
人
と
し
て
、
曽
根
理
事
、

村
上
理
事
を
指
名
し
た
の
ち
、
議
案
審
議
に
移

り
ま
し
た
。

総
会
議
案
は
、

第
一
号
議
案　

第
六
八
期
事
業
計
画
書
案
承

認
の
件
（
説
明
：
小
立
副
理
事
長
）

第
二
号
議
案　

第
六
八
期
収
支
予
算
書
案
承

認
の
件
（
説
明
：
池
田
理
事
）

第
三
号
議
案　

定
款
変
更
の
件
（
説
明
：
飯

塚
副
理
事
長
）

で
、
議
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
に
つ
い
て
説
明

を
求
め
、
担
当
副
理
事
長
あ
る
い
は
担
当
委
員

長
の
説
明
の
の
ち
議
決
に
移
り
、
い
ず
れ
の
議

案
も
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
議
長
に
よ
り
閉
会
が
宣
言
さ
れ
、

第
六
七
期
第
二
回
定
時
総
会
は
滞
り
な
く
終
了

し
ま
し
た
。

本
総
会
に
お
け
る
定
款
の
変
更
に
よ
り
、
予

算
に
関
し
て
は
理
事
会
承
認
事
項
と
な
り
、
第

六
八
期
よ
り
は
定
時
総
会
は
前
年
度
決
算
総
会

の
一
回
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

●
第
六
八
期
定
時
総
会

七
月
一
九
日
、
一
七
時
よ
り
日
本
出
版
ク
ラ

ブ
会
館
に
お
い
て
、
自
然
科
学
書
協
会
第
六
八

期
定
時
総
会
（
六
七
期
決
算
総
会
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

定
刻
の
一
七
時
、
司
会
者
に
よ
る
開
会
宣
言
、

南
條
理
事
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、
定
款
第

二
八
条
に
基
づ
き
南
條
理
事
長
が
総
会
議
長
に

指
名
さ
れ
、
総
会
に
移
り
ま
し
た
。

定
款
第
三
二
条
に
基
づ
き
本
総
会
の
議
事
録

署
名
人
と
し
て
、
議
長
よ
り
下
出
理
事
、
吉
野

理
事
が
指
名
さ
れ
、
議
案
審
議
に
移
り
ま
し
た
。

法
人
移
行
が
終
了
し
た
後
の
年
度
で
あ
る
総

会
議
案
は
、

第
一
号
議
案　

第
六
七
期
事
業
報
告
書
案
承

認
の
件

第
二
号
議
案　

第
六
七
期
事
業
年
度
決
算
書

承
認
の
件

と
な
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
小
立
副
理
事
長

が
事
業
報
告
書
の
詳
細
な
説
明
を
行
っ
た
後
、

議
長
が
決
議
を
諮
り
、
満
場
一
致
で
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
池
田
総
務
委
員

長
が
決
算
報
告
書
の
説
明
を
行
っ
た
後
、
伊
藤

会
計
監
事
が
監
査
報
告
を
行
い
、
議
長
が
決
議

を
諮
り
、
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
よ
る
閉
会
宣
言
の
後
、
会
員
報
告
会

が
行
わ
れ
各
委
員
長
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
に
場
所
を
移
し
て
会
員

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
自
然
科
学
書
協

会
と
し
て
会
員
社
が
袋
町
の
日
本
出
版
ク
ラ
ブ

会
館
に
集
う
最
後
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
総
務
委
員
長　

池
田
和
博
）

■
お
知
ら
せ

九
月
六
日
、
協
会
事
務
局
は

一
階
か
ら
三
階
へ
移
転
し
ま
し
た
。

閉会挨拶を行う小立副理事長


